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はじめに

名古屋市内ではこれまで，アブラコウモリ Pipistrellus 

a b r a m u s ， キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ  R h i n o l o p h u s  

ferrumequinum， オ ヒ キ コ ウ モ リ Tadarida insignis，

ヒナコウモリ Vespertilio sinensis の 4 種類のコウモリ類

が確認されている．この内，ヒナコウモリは，2016年に

都市域である中区栄三丁目の専門学校 8 階で確認された

1 例のみであった（野呂，2017）．今回，ヒナコウモリ

が新たに名古屋市東山動植物園（以下，東山動植物園）

において確認されたので報告する．

確認の経緯と拾得個体について

今回確認されたヒナコウモリは，2019年 4 月 4 日に東

山動植物園（図 1 ）のツシマヤマネコ舎前園路で拾得さ

れた（図 2 ）．拾得された個体は体温が下がり動けない

状態で，そのまま死亡した（図 3 ）．その後，外部形態

を計測し、仮剥製と頭骨標本，性別がオスであったため

陰茎骨の標本を作製した．また，毛皮と表皮，頭骨，陰

茎骨を除いた身体については，無水エタノールで液浸保

存した．これらの標本は，名古屋市環境局「なごや生

物多様性センター」の標本庫に収蔵した（登録番号：

MA000145）．

計測値は，前腕長47.0 mm，頭胴長60.3 mm，尾長

46.3 mm，耳介長15.8 mm，耳介幅10.7 mm，後足長（爪

なし）11.3 mm，下腿長7.3 mm，頭骨全長16.5 mmであっ

た．体重は9.6 gであり，ヒナコウモリの体重の最小値と

される14 g（前田，2008）よりも著しく低い数値であっ

た．これは拾得時，冬眠明けで衰弱していたことが原因

かもしれない．

今回のヒナコウモリの死体の拾得日は 4 月 4 日であっ

た．埼玉県立川の博物館におけるヒナコウモリの越冬期

図 1 ．東山動植物園の位置（名古屋市千種区）． 
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間中の活動状況調査では，出巣・帰巣の活動は， 2 月下

旬から 3 月中旬には わずかに見られるようになり， 3

月下旬から 4 月上旬には，日没30分後くらいを中心とし

て盛んになったとされる（大沢ほか，2013）．これらの

ことから，今回のヒナコウモリが拾得された 4 月 4 日は

ちょうど冬眠が明けて活動が活発になった時期と重なる

と推測される．今回の拾得個体には外傷がなかったこと

から，冬眠明けで衰弱した後に死亡した可能性が考えら

れよう．

名古屋市内のヒナコウモリ

　2016年にヒナコウモリが見つかった場所は，都市域で

ある名古屋市中区のビル街であった（野呂，2017）．市

内での緑地におけるヒナコウモリの確認については，こ

れまで音声調査によって示唆されてはいたものの，個体

の拾得という確実な記録は今回がはじめてであった．

ヒナコウモリは愛知県レッドリストで「絶滅危惧

ⅠＢ類（EN）」として記載されている（子安ほか，

2020）．名古屋市レッドリスト（名古屋市，2015）で

は未記載種であったが，2020年の名古屋市レッドリ

スト改訂時には新たにヒナコウモリをリストに加え，

「情報不足（DD）」として記載した（名古屋市版レッ

ドリスト2020，動物編，調査の概要・種の解説，哺

乳 類，http://www.city.nagoya.jp/kankyo/cmsfiles/

contents/0000125/125632/5_honyuuruikaisetu.pdf，2020

年 8 月10日に確認）．

全国的に見ても市街地でのヒナコウモリの確認事例

が増えていることから（青木ほか，2006；板橋ほか，

2007；広瀬ほか，2008；浦野ほか，2008；重昆ほか，

2013；大沢ほか，2014），今後，名古屋市内でもねぐら

や越冬場所，活動場所が見つかる可能性も十分に考えら

れよう．
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